
     

 

 

 

 

   暗くなるのが一気にはやくなりましたね。真っ暗で遅い時間と思っていても、 

18 時頃だったり・・・。だんだん冬に近づいて行っています。 

   今月はシャンプーについて！！自宅でシャンプーされている方もたくさん 

いらっしゃると思います。 シャンプー嫌いなワンちゃんが、少しでも 

   克服できるように参考にされてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～シャンプーをする前に！！～ 

 １＊ブラッシング 

  ブラッシングで余分な毛を取り除くことで、シャンプーもしやすくなります。 

 2＊肛門腺を確認 

  肛門腺がたまっていたら、シャンプーの時一緒に絞りましょう。 

 

お風呂場でシャンプー

をする時の注意点は？ 

お風呂場では滑りやすく、 

マットをしておくと人も 

ワンコも安全です。 

Ｑ３ 

キレイに 

なりたいな＊ 

シャンプーを嫌がらない

ようにするには？ 

最初から体を濡らさないで、

散歩の後に足先を濡らして水

に慣らすのも効果的です。 

足先やお尻など触るなどして

スキンシップをとると◎ 

Ｑ４ 

ゆっくり洗えば安心し

てくれる？ 

水嫌いなワンコは、お風呂

場にいるだけでもストレ

スがかかってしまいます。 

なるべく素早く 

すませましょう。 

Ｑ６ 

すでにシャンプー 

嫌いなんだけど・・・ 

必要なのは根気強さ！毎月コ

ツコツ続けましょう。「ここま

では我慢してあげる」という

範囲が少しずつ広がって 

いくはず！ 

Ｑ５ 

シャンプーする 

頻度は？ 

月に１回が理想。体力の落ち

たシニアの場合は、無理せず

ブラッシングと濡れタオル

でこまめにふくことで 

ケアしてください 

Ｑ１ 

人間用のシャンプーは 

使って大丈夫？ 

おススメできません。洗浄能

力の高い人間用のシャンプー

は炎症やフケの原因になって

しまいます低刺激性の動物用

シャンプーを使いましょう。 

Ｑ２ 
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～シャンプー～ 

        慣れていない時に、いきなりシャワーを当てるとビックリして、余計嫌がります。 

最初は手に湯をためて濡らしていきます。慣れてきてからシャワーを使ってください。 

     基本は「お尻の方から頭の方へ」                顔や、耳の後ろは特に嫌がります。 

     敏感な頭や前足が後になるように、               スポンジを使って濡らしていくのも 

後ろの方から濡らして（又は洗って）いきます。         一つの方法です。 

 

 

 

 

                     

 

     顔が下を向いたまま流してしまうと       洗うときは、たっぷりの     足の角度にも注意を‼ 

鼻に水が入ってしまいます。          泡を使って、マッサージ！    曲げすぎ・上げすぎは 

     上を向かせ、耳を押えながらすると、                      足を痛める原因に。 

鼻にも耳にも水が入らずにすみます。    

                                        

 

 

 

 

 

      顔もシャンプーしていきます。    流す時もお尻の方から。特に脇の下・    最後にブルブルさせ 

      シャンプーが目に入らない様に    股・肉球の間・あごの下は流し忘れが    ると、タオルドライ 

      注意してください。         多いので、念入りに！           が簡単になります。 

 

 

 

 

 

～ドライング～ 

                            シャンプー後は、タオルで 

                            しっかり水気をふき取っていきます。 

                              

                            出来るのであればドライヤーで 

                            乾かしてください。 

                            

                        長毛種は玉になりやすいので、乾かしながら 

一緒にブラッシングをすることをおススメします。 

 

 

                                シャンプーのいい匂い～♪ 

 

 

担当 川久保 

２ 

４ 

温度はひと肌

程度が理想 

＊慣れてきたら＊ 

④～⑦を繰り返します。 

1 回目で大まかな汚れを

落とし、２回目で仕上げ

をします。 


